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Ⅰ 事 業 報 告 

１．個別事項 

（１）歯科医師需給問題について 

１．平成 21 年度第 4 回理事会（H21.12.9）において、中原会長から、平成 21

年 11 月 5 日に文部科学省新木医学教育課長が訪れ、本年 8 月に文部科学省か

ら各大学に対して行った歯学部の削減要請についての方針はこれまでどおり

であるので、引き続き協力を要請する、との説明があった。 

これに対し、これまで理事会で話し合われた内容である以下の点を伝え

た。 
○ 削減は、先ず、国立大学が率先すべき事柄であるので、国立大学の

明確な削減計画を示されたいこと 

○ 私立歯科大学・歯学部は来年度の入試状況を見たいこと 

○ 今年度の入学者数が募集人員に比べて 10％以上の減員となった学

部に関して、減員数の 1/2 に相当する削減数は全く根拠がないこと 

○ 国は、今後、高齢社会が加速する我が国にとって、その中での歯

科医療について国としてのビジョンを立てるべきであり、これまで

のように、場当たり的に歯学部の定員が多いとか少ないとかといっ

たことでは国民の信頼を失うこと 

 

２．平成 22 年 4 月 23 日に臨時理事会を開催し、中原会長から、募集人員の削

減問題について平成 10 年度から現在に至るまでの間の協会と文部科学省と

の話し合いの経緯の説明があり、引き続いて、文部科学省からの削減要請に

対して如何なる形で協力できるかを協議したいとの説明があった。 

これに対して、協会として一つのまとまった方針を文部科学省へ回答する

ことに関し、加盟大学は持ち帰り、5 月 28 日開催の第１回理事会で改めて協

議することとした。 

 

３．平成 22 年 4 月 30 日付けで、中原会長から、加盟大学の理事長宛に、「文

部科学省からの募集人員削減要請への対応について」の意向伺いを行った。 

(別記１)   

４．平成 22 年度第 1 回理事会（H22.5.28）において、文部科学省からの削減要

請に対して協会として一つのまとまった方針を文部科学省へ回答することに

関して協議を行ったが意見の一致をみなかった。 

    

５．平成 22 年 6 月 2 日に、中原会長及び安井専務理事が文部科学省新木医学教

育課長を訪ね、第 1 回理事会(H22.5.28)において協議した結論について回答

を行った。 
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これに対して、同課長から、国立大学は削減することで固まった。ついて

は、私立大学歯学部の置かれている状況等を加盟大学の設置者である各学校

法人の理事長へも近いうちに説明する機会をもちたいとの話があった。 

 

６．平成 22 年 6 月 11 日に臨時理事会を開催し、中原会長から、6 月 2 日に文

部科学省新木医学教育課長を訪ねた件について報告があった。また、この報

告内容を各理事長へ報告願いたい旨の要請があった。 

 

７．平成 22 年 9 月 14 日の読売新聞夕刊(全国版)に、「私立歯科大学・歯学部

17 校―14 校で入試２倍未満（文科省調査）」との報道があった。（別記２） 

 

８．平成 22 年度第 3 回理事会（H22.9.30）において、中原会長から、文部科

学省の「歯学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」（以下、

協力者会議という）について、以下の説明があった。 

○ 協力者会議は、昨年 1 月 30 日に「第 1 次報告」を行った以降は未

開催であったが９月 14 日に再開された。(別記３) 

○ 会議の冒頭、加藤高等教育局担当審議官から、法科大学院の改革

を審議している中教審の特別委員会と、この協力者会議は同じ位置

付けの会議であるとの説明があった。 

○ 新木医学教育課長から、次の説明があった。 

・ 協力者会議の目的は、昨年の第 1 次報告の内容(別記４) をブラッ

シュアップすることではなく、同報告書に書かれている内容に関し

ての各大学の対応状況のフォローアップをすることが目的である。 

 そのため、協力者会議の下に「フォローアップ小委員会」を設置

し、今後、同小委員会が必要に応じて、各大学のヒアリング及び実

地調査を行う。(別記５) 

・ ヒアリング等の観点およびヒアリング校と実地調査校を選定する

際の指標(案)は資料(別記６)にあるとおりで、指標(案)の中では、

特に、削減率 28％に対しての「(5) これまでの削減状況等」に一番

のポイントを置いている。 

・ 今後のスケジュールとしては、来年 3 月には結論を得る。 

○ 江藤座長から、同小委員会の主査は前田新潟大学歯学部長を、委員は、

私立大学関係からは、安井先生、宮﨑先生、日本大学松戸歯学部の葛西

先生を、国立大学関係からは九州大学の古谷野先生を、また、開業医 1

名を指名した。 

なお、中原会長から、同課長は、削減問題について各学校法人の理事長に

お集まりいただくことを検討していたが、それに代えて、協力者会議を再開

したのではないかと推測しているとの補足説明があった。 

９．平成 22 年 11 月に、フォローアップ小委員会は、同会議の第１次報告

（H21.1.30）に対する各歯学部の取り組み状況についてヒアリングを実施し

た。（別記７） 
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10．平成 22 年度第４回理事会（H22.12.15）において、中原会長から、12 月 13

日(月)に開催された協力者会議(第 10 回)の概要について、以下の説明があっ

た。 

○ 協力者会議は、実地調査対象校を 18 校(私立 14 校、国立４校)に決定

し、来年 1 月～3 月に実施するとのことであった。 

○ 実地調査の目的を質問したところ、特に、臨床実習における診療参加

型の状況を中心に大学現場で調査し、募集人員削減問題については必要

に応じて大学側に聞きたいとの回答であった。 

 

11．平成 23 年 1 月～3 月にかけてフォローアップ小委員会は、協力者会議第１

次報告（H21.1.30）及び平成 22 年 11 月に行われた各歯学部からのヒアリン

グを踏まえ、各歯学部の現状、対応状況を把握・分析することを目的に実地

調査を実施した。 
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 歯 大 協 発 第 １ ５ 号 
                                               平成２２年４月３０日 

 
学校法人 ○ ○ ○ ○ 
理事長  ○ ○ ○ ○  殿 

 
                              社団法人 日本私立歯科大学協会 

                               会 長   中 原  泉 
 

   文部科学省からの募集人員削減要請への対応について（依頼） 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
本協会の運営につきましては平素ご高配を賜り、厚く感謝申し上げます。 

 

さて、ご案内のとおり、私立歯科大学・歯学部の募集人員につきましては、昭和

60年代に、各私立歯科大学・歯学部毎に昭和61年度入学定員の20％に当たる数を自

主的に削減いたしました。 

その後、平成10年に至り、文部省からさらに10％に当たる募集人員の削減要請が

ありました。この要請に対しましては、先ず、国立大学が取り組むべきである等の

回答をし、削減要請には応じてきませんでした。 

 

昨年８月に至り、文部科学省から、同省の同年１月の「歯学教育の改善・充実に

関する調査研究協力者会議第１次報告」を踏まえ、各国公私立大学歯学部毎に具体

的な削減数の呈示と、あわせて平成23年度に削減を実施されたいとの要請があり、

これを受け、理事会で検討してきたところであります。なお、この要請に対しての

文部科学省への対応は、協会が窓口となって対応することは文部科学省との合意と

なっております。 

 

さて、各加盟大学におかれまして、平成23年度の学生募集要項を作成する時期が

迫ってきております。 

そこで、私としては、これまでの歴史的な経緯および諸般の取り巻く情勢や、ま

た、文部科学省から国立大学は35％、公立大学は28％の削減を23年度に実施する予

定であると聞いておりますので、これらを総合的に勘案し、各私立歯科大学・歯学

部毎に平成23年度の募集人員数については、昭和61年度入学定員に対しまして28％

の削減協力を行わざるを得ない情勢と考えており、このことは４月23日開催の臨時

理事会でご説明、ご議論をし、各理事の方々に学内での検討をお願いしたところで

あります。 

 

つきましては、理事長各位におかれましては、28％の削減につきまして、各位の

ご意向を、誠にご繁忙のところ恐縮ですが、５月14日(金)までに協会まで〔別紙〕

にてお寄せ賜われば幸甚でございます。 
どうぞよろしくお願い申し上げます。  

謹 白  

別記１

読売新聞
平成２２年９月１４日（火） 夕刊

別記２

別記３
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別記４ 別記５

別記６ 別記７
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（２）歯科医師国家試験について 

○ 厚生労働省は、平成 23 年 2 月 5 日～6 日に「第 104 回歯科医師国家試験」

を実施し、3 月 22 日に合格発表を行った。 

  【第 104 回】 

        (出願者数) (受験者数) (合格者数) (合格率) 

   新卒者   2,830 人  2,356 人  1,928 人   81.8％ 

   全 体      3,875 人  3,378 人  2,400 人   71.0％ 

【第 103 回】 

        (出願者数) (受験者数) (合格者数) (合格率) 

   新卒者   2,772 人  2,355 人  1,921 人   81.6％ 

   全 体      3,905 人  3,465 人  2,408 人   69.5％ 

 

 

（３）歯科医師臨床研修について 

１．歯科医師臨床研修の実施がほとんどの加盟大学の財政を圧迫していること

から、平成 22 年 4 月に事務局長会議実施委員会から加盟大学に「歯科医師臨

床研修収支等の実態調査」を依頼し、その仮集計結果が 6 月 30 日に開催され

た第 70 回総会、第 2 回理事会および病院部会・経営部会において報告された。 
 
２．平成 22 年度第 5 回理事会（H23.2.25）において、安井専務理事から、厚生

労働省の平成 23 年度歯科保健医療対策関係予算のうち、特に、歯科医師臨床

研修に係る補助金が大幅に減額されたことから、近いうちに厚生労働省へ増

額の要望を行いたいこと。また、一昨年から事務局長会議が実施している、

加盟大学の｢歯科臨床研修事業収支｣および「附属病院の収支」の実態調

査を来年度も継続して実施したいとの協力要請の説明があり、了承した。 

 
３．平成 23 年 3 月 15 日付けで、厚生労働省上條歯科保健課長宛に「歯科医師

臨床研修に対する財政的支援について（要望）」を提出した。（別記８） 
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（４）歯学教育モデル・コア・カリキュラムの改訂について 

１． 平成 22 年度第 2 回理事会（H22.6.30）において、中原会長から、文部科

学省では歯学教育のモデル・コア・カリキュラムの改訂について検討するた

めの委員会を発足(別記９)させ６月 16 日に初会合が開催された。会議の中

で、文部科学省から本年 12 月に改訂版を公表したいとのスケジュールの説明

があった。 

これについて、委員から、今年改訂する理由が不明なこと、また、本年 12

月にまとめるというスケジュールは拙速すぎるのではないかなどの意見があ

ったことの説明があった。 

 

２． 平成 22 年度第 3 回理事会（H22.9.30）において、中原会長から、本日開

催された、文部科学省モデル・コア・カリキュラムの改訂に関する「連絡

調整委員会」及び「専門研究委員会（医学・歯学）」の合同会議について、

以下の説明があった。 

○  江藤副座長から、専門研究委員会がこれまで検討を行ってきたモ 

   デル・コア・カリキュラムについての具体の改訂の内容について報告 

   があった。 

その中で、｢共用試験｣を臨床実習終了後に実施することを検討し

ているとの説明があったので、その変更の目的等を質問したが、副

座長からは、変更可能な大学からということで全大学一斉の変更で

はないとの説明があった。 

これについて、共用試験の本来の目的が全く変わることとなり、

さらに臨床実習や歯科医師国家試験との目的の違いをどうするのか

問題である等の意見があった。 

○ なお、副座長からモデル・コア・カリキュラムの総量を増やすこと

は考えていないとの説明があった。 

 

３．平成 22 年度第 6 回理事会（H23.3.29）において、中原会長から、３月２日

に文部科学省のモデル・コア・カリキュラムの改訂に関する｢連絡調整委員会」

が開催され、「歯学教育モデル・コア・カリキュラムの改訂原案」について

議論された。文部科学省では現在この改訂原案について調整を行っており調

整が終了次第、４月上旬を目処に改訂版を国公私立大学宛に送付する予定で

あるとの説明があった。(別記 10) 
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（５）協会の「広報戦略」について 

１．理事会の承認を得て、株式会社電通ＰＲと協働して実施した広報事業は以

下のとおり。 

○平成 22 年 5 月……調査項目について加盟大学からの提案を得、 ｢一

般生活者意識調査｣(｢歯科医院｣｢歯科医師｣｢オーラルケア｣に関する

意識調査)開始 

○6 月……｢一般生活者意識調査｣の結果をメディアへリリース(1 回目) 

(別記 11) 

→産経新聞、夕刊フジ、ＷＥＢ媒体(asahi.com、毎日 jp、MSN 産経、

YAHOO ﾆｭｰｽ、MIXI ﾆｭｰｽ)などに掲載された。 

○9 月……｢一般生活者意識調査」の結果をメディアへリリース(2 回目) 

(別記 12) 

→ＷＥＢ媒体（YAHOO ﾆｭｰｽ、MIXI ﾆｭｰｽ、Business.Media、Biglobe）

などに掲載された。また、共同通信社から全国各都道府県の 47

主要新聞社へ記事が配信された。(34 社が掲載) 

○6 月～9 月……加盟大学から個別取材対応などの協力を得て、｢ファク

トブック｣(～歯科医学教育に見る新たな｢歯科医師像｣と｢歯科医療｣の

現状とは!?～)を作成し、加盟大学、メディア等へ配布した。(別記 13) 

 なお、ファクトブック関連の個別取材では、11 月 30 日に夕刊フジが

歯周病について、また、平成 23 年 3 月に読売新聞が将来の歯科に関す

る展望記事等を掲載した。 

○10 月 1 日……｢第 1 回歯科プレスセミナー｣(～歯科医学・歯科医療から

国民生活を考える～)開催(別記 14) 

  （会場：東京駅前の三菱ビル。全国紙始め約 50 名の記者が参加） 

○10 月～11 月 ｢個別プロモート｣により、Fuji Sankei Business i、週刊 

ｴｺﾉﾐｽﾄに記事が掲載された。 

２．平成 22 年度第 6 回理事会（H23.3.29）において、安井専務理事から、前

回の理事会において承認された 3月 30日(水)開催予定の｢第 2回歯科プレス

セミナー｣およびＷＥＢを活用しての情報発信については、東日本大震災の

発生により延期することの説明があった。 

３．歯科医学・医療広報事業費について 

（１）歯科医学・医療広報事業積立資産： 40,040,000 円 

（平成22年10月31日現在） 

（２）平成22年度予算額： 28,390,000 円 

（３）平成22年度決算額： 14,889,505 円 
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2010 年 6 月 3 日 

報道関係者各位                                        社団法人日本私立歯科大学協会 

 

かかりつけの「歯科医院」の満足度は“80点” 

「口腔の健康」一生保てるなら「61.3万円」かけられる！ 

あの芸能人が歯科医師だったら・・・理想の歯科医師 

男性では「福山雅治」、女性は「天海祐希」 
 社団法人日本私立歯科大学協会（東京都千代田区）は、10～70 代の幅広い世代の男女1,000 名(全国 8 エリア)に対し

て、6 月 4 日～6 月 10 日の「歯の衛生週間」を前に、「『歯科診療』及び『歯科医師』に関する意識調査」を行った。 

調査期間：2010 年5 月21 日（金）～24 日（月）   調査対象：10～70 代の男女1,000 名 

 ■ かかりつけの「歯科医院」の満足度は“80 点”                       

身体の重要なパーツである「歯」を含む「口腔（口内）」。一生

付き合っていくからこそ、健康な状態を保ちたいもの。そこで、

治療や予防などで欠かせない「歯科医院」について聞いてみ

た。 

まず、「あなたは歯科医院に通ったことがありますか？」と聞

いたところ、96%と実に 9 割以上が「ある」と答えた。 

そこで、実際に「歯科医院」に通う目的を聞くと、最も多いの

は「虫歯の治療」で 85%が答えた。次いで「歯のクリーニング」

(33%)、「定期健診」(29%)の順となった。[グラフ 1]また、10 代女

性では 18%と 5 人に 1 人が「歯列矯正」と答えている。 

次に「歯科医院」を選ぶポイントとしては、「歯科医師の技術」

が最も多く 67%。次に「評判」(66%)、「歯科医の人柄」(61%)、「立

地」(54%)と続いた。20 代女性にとっては「評判」(79%)が最も多く、

その他「清潔感」(61%)も気になるようだ。 
 

そして、実際に通ったことがある人に対し、「歯科医院への

通院を途中でやめてしまったことがあるか」と質問すると、「あ

る」と答えたのは 40%と 4 割で、約 6 割が挫折することなく通っ

ているようだ。[グラフ 2] 

さらに、「歯科医院」「歯科治療」のイメージを聞いたところ、

最も多かったのが「痛い」(56%)。次いで「治療期間が長い」(55%)、

「緊張する」(51%)、「診療費が高額」(44%)、「待ち時間が長い」

(35%)、「怖い」(29%)と続いた。男性でも 21%と、5 人に 1 人は「怖

い」という認識を持っているようだ。 

ちなみに、10 代は他の世代と比較すると「リラックスできる」と

答えた割合が圧倒的に高く、技術の進歩や環境の変化などに

より、若年層にとっての「歯科医院」「歯科治療」のイメージも変

わってきているようだ。 

また、歯科医院に通ったことがある人のうち、69%が「かかりつけの歯科医院がある」と答えており、満足度（100 点満点

で）を聞いたところ、平均して「80 点」という結果が出ている。一般には、「痛い」「緊張」と言ったイメージの「歯科医院」

だが、かかりつけの「歯科医院」に定期的に通うことで高い満足度が得られているようだ。 
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[グラフ 1] 

 

[グラフ 2] 

 

別記11

 

 ■ 歯科医師イメージ「高収入」「将来安定」…不況知らずの安定力！          
次に、実際に歯科診療をしてくれる「歯科医師」に対するイメー

ジを聞いたところ、最も多かったのが「信頼できる」で 34%が答えた。

次いで、「優しい」(30%)、「親しみやすい」(27%)が挙がっている。 

また「歯科医師」という仕事・職業に対するイメージについて聞く

と、最も多いのは「高収入」(65%)。次いで「仕事がハード」(30%)、

「将来が安定している」(28%)、「エリート」（21%）と続いた。[グラフ

3] 
特に 20 代女性の 36%と 3 人に 1 人が「エリート」、30 代女性の

38%と約 4 割が「将来が安定している」と答えており、経済的な側面

に魅力を感じる人が多いようだ。 
ちなみに「この人が歯科医師だったら、診てもらいたい」と思う

芸能人を聞いたところ、男性芸能人では、「福山雅治」が圧倒的人

気で 1 位。2 位は「江口洋介」、3 位には「阿部寛」と「木村拓哉」が

同率で選ばれている。一方で、女性芸能人で最も多かったのが「天海祐希」。以下、「松嶋菜々子」、「黒木瞳」と続いた。 

 ■ 「口腔の健康」一生保つためにかけてもいい金額は、最大で 2 千万円！        

そして、「日頃、どのようなオーラルケア（口腔の管理）をしてい

るか」を聞くと、97%の人が「歯磨き」と答えた。次いで「歯間ブラシ

を使用」(33%)、「舌の掃除」(28%)と続き、「歯磨き」が欠かせない一

方で、それ以外のオーラルケアも取り入れられている実態が分か

った。 

さらに、｢歯並び」、「口臭」をはじめとした、他人の「オーラルケ

ア」が気になるかを聞くと、7 割が「気になる」と回答。[グラフ 4]  

具体的には、「口臭」(81%)、「歯の黄ばみ」(54%)、「歯並び」(45%)

の順だった。「口臭」が気になる人は多いが、他人の「歯の黄ば

み」についても半数以上が気になるようだ。 

一方で、自身の「オーラルケア」に関する悩みとしては「口臭」

(48%)が最も多く、「歯垢・歯石」(46%)、「虫歯」(45%)、「歯の黄ばみ」

(41%)と続いた。自分のオーラルケアに関しても、約 4 割が、特に

20、30 代女性では 6 割以上が「歯の黄ばみ」に悩んでいる。 

前述した「歯科医院に通う目的」でも、「歯のクリーニング」、「ホワイトニング」合計で 36%で、3 人に 1 人が答えているこ

とからも、その関心度の高さがうかがえる。 

次に、「『口腔の健康』が自分の全身の健康にどの程度影響を及ぼすと思うか」を聞いてみると、77%と約 8 割が何らか

の「影響がある」と感じており、特に 29％、約 3 割は「非常に影響がある」と答えている。 

一方で「口腔の病気」が要因となり得ると思うものを「心臓病」、「糖尿病」、「肺炎」、「皮膚炎」、「関節炎」の選択肢で聞

いたところ、50%が「分からない」と答えた。「口腔の健康」が保てないと、体に何らかの影響を及ぼすと認識しているが、

具体的にどんな病気に繋がるかという点では、知らない人も多いようだ。 

ちなみに、「『口腔の健康』を一生保つために、いくらまでお金をかけても良いと思うか」を聞いたところ、平均で

613,245 円という結果が出ている。中には、20,000,000 円と答えた人もいた。 

国民の間に「口腔の健康」に対する意識が高まり、それに伴い「歯科診療」「歯科医師」に対するイメージ・意識も変化

しつつある。今後一層、「口腔の健康」を保つためにも「歯科診療」、「歯科医師」との上手な付き合いが不可欠のようだ。 

 

■本件リリースに関するお問い合せや取材、資料ご希望の方は下記までご連絡下さい■ 

【リリース内容に関するお問い合せ先】株式会社電通パブリックリレーションズ 東京都中央区銀座2-16-7 
担当：眞砂（まさご）／高橋（たかはし）  TEL：03‐5565‐2752 /FAX：03‐3546‐2017   

[グラフ 3] 
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[グラフ 4] 
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 最近、口の健康が全身の健康と関係のあることが明らかになってきた。さらに、むし歯の減少と歯周病の増加、

超高齢社会の到来による疾病構造の変化など、歯科医療をとりまく環境は大きく変化し、国民の歯科医療に対

するニーズも多様化、高度化してきた。 

 社団法人日本私立歯科大学協会（東京都千代田区）では、「オーラルケアを含む歯科医療」に関する意識を明

らかにすることを目的に、10～70代の幅広い世代の男女1,000名(全国8エリア)に対して、「『歯科診療』及び『歯

科医師』に関する意識調査」を行った。 

●調査期間：2010 年5 月21日（金）～24 日（月） ●調査対象：10～70代の男女1,000 名 ●調査方法：インターネット調査 

 

【調査レポート】 

「歯科診療」及び「歯科医師」に関する意識調査 

Release  

★通院目的では「むし歯の治療」（84.9％）が多いが、歯周病に気づいていないケースも 

★歯科医師は「信頼できる」（33.5％）、「優しい」（29.7％）、 

「親しみやすい」（26.5％） などプラスイメージが多い 

★ほとんど（95.7％）の人が、歳をとっても自分の歯で食べることの重要性を認識 

★8割の人が“口の健康が全身の健康に影響する”と考えているが、 

具体的な知識をもっている人は半数に満たない 

 

 

2010 年 9 月 22 日 

 

CONTENTS 

 

1. 歯科医院に関する意識 （P2） 

●国民の大半（96.2％）が歯科医院への通院経験があり、現在通院中の人は 12％                            

●通院目的では「むし歯の治療」（84.9％）が多いが、歯周病に気づいていないケースも                       

●立地や費用より「歯科医師の技術」（67.3％）、「評判」（66.2％）、「歯科医師の人柄」（60.7％）で歯科医院を選択                       

●「痛い」（55.9％）、「治療期間が長い」（55.3％）など歯科医院のネガティブなイメージが 10 代の若者では改善                                            
 

2. 歯科医師に関する意識 （P4） 

● 歯科医師は「信頼できる」（33.5％）、「優しい」（29.7％）、「親しみやすい」（26.5％） などプラスイメージが多い                          

●「丁寧」で「痛くない」治療をする歯科医師が理想                                                                    
 

3. オーラルケアを含む歯科医療に関する意識 （P5）                                   

●ほとんど（95.7％）の人が、歳をとっても自分の歯で食べることの重要性を認識 

●訪問（在宅往診）歯科診療での高齢者に対するオーラルケアの必要性認知が不十分                         

●8割の人が“口の健康が全身の健康に影響する”と考えているが、具体的な知識をもっている人は半数に満たない                                   

●まだまだ歯科医療に関する正しい情報が伝わっていない現状が明らかに 

別記12
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1. 歯科医院に関する意識 

 
歯科医院といえば、かつては「むし歯で歯が痛くなったら行くところ」だったが、その役割やイメージが最近変わってき

ているという。「歯科医院」についての意識と実態を聞いてみた。 

 

●Q1／あなたは歯科医院に通ったことがありますか？ 

 国民の大半（96.2％）が歯科医院への通院経験があり、現在通院中の人は 12％                            

まず、「あなたは歯科医院に通ったことがありますか？」と聞いたところ、「通ったことがある」が 84.2％、「今現在通って

いる」が 12.0％で、合わせると実に 96.2％が歯科医院への通院経験があった[図 1]。国民にとって歯科医療が必要不可

欠なものであることがわかる。 

また、現在通院中の人が 12％いることから、ア

ンケートの対象となった 10 代 70 代の人口１億

855万1千人（平成21年10月1日人口推計より）、

歯科医院数６万 8,303（平成 22 年）から単純計算

すると 1診療所あたり191人であり、多くの患者が

通っていることになる。 

 
●Q2／歯科医院に通う（通った）目的は何ですか？ 

 通院目的では「むし歯の治療」（84.9％）が多いが、歯周病に気づいていないケースも                       

歯科医院に「通ったことがある」「今現在通っている」と答えた人に、通院の目的を聞くと、最も多いのは「むし歯の治療」

（84.9％）、次いで「歯のクリーニング」(33.4％)、「定期健診」(29.4％)、「歯周病（歯槽膿漏）の治療」（18.2％）の順となった

[図 2]。ただし、むし歯の治療と答えた人の中には、主訴はむし歯だが歯科医院で歯周病が発見され、歯周病の治療も行

っているという人が多く含まれていると考えられる。また、国民の３人に 1 人は、歯を喪失する最大病因である歯周病の可

能性があり、40 代以上では 8割が歯周病といわれていることを考えると、痛みの伴うむし歯に比べて初期には自覚症状が

あまりない歯周病が見過ごされ、気づかずに進行してしまっていることが懸念されることから、定期健診の重要性があらた

めて問われている。 

男女別で見ると定期健診、歯列矯正、ホワイトニングで女性の割合が高く、歯や口腔の健康や美しさに対する意識の高

さがうかがえる。図にはないが、10 代女性では「歯列矯正」と答えた人が 18.4％（約 5 人に 1 人）と突出している。 
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[図1]歯科医院に通った経験の有無 

 

[図2] 
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●Q3／歯科医院を選ぶポイントは何ですか？ 

 立地や費用より「歯科医師の技術」（6７.3％）、「評判」（66.2％）、「歯科医師の人柄」（60.7％）で歯科医院を選択                       

「歯科医院を選ぶポイント」について聞いたところ、最も多かったのは「歯科医師の技術」（67.3％）で、以下「評判」

（66.2％）、「歯科医師の人柄」（60.7％）と続く[図 3]。これらが「立地」（53.7％）、「治療費用」（43.1％）より重視されている

ことから、多少遠くて費用が高くても、しっかり治療してくれる歯科医院が選ばれるようだ。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
●Q4／「歯科医院」「歯科治療」のイメージとして当てはまるものはどれですか？ 

 「痛い」（55.9％）、「治療期間が長い」（55.3％）など歯科医院のネガティブなイメージが10代の若者では改善                       

「歯科医院」「歯科治療」のイメージを聞いたところ、最も多かったのが「痛い」(55.9％)。次いで「治療期間が長い」

(55.3％)、「緊張する」(50.9％)、「診療費が高額」(44.2％)、「待ち時間が長い」(35.0％)の順となった［図 4］。 

一方、年代別に見ると、10 代は他の世代と比較すると「リラックスできる」と答えた割合が 10.3％と高く、逆に「痛い」

(44.5％)、「治療期間が長い」(37.0％)などでは低くなっている。医療技術・器材の進歩や社会環境の変化などによって

「歯科医院」「歯科治療」の現状は近年かなり改善が進んでおり、昔のネガティブなイメージをもたない若い世代では「歯

科医院」「歯科治療」のイメージが大きく変わってきているようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図4] 

「歯科医院」 

「歯科治療」の 

イメージ 
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[図3] 

歯科医院を 

選ぶポイント 

（複数回答） 
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2. 歯科医師に関する意識 

 
口は「食べる」「話す」「息をする」といった生命と生活の根源に関わる重要な器官だ。その口の健康を管理する役割を

担い、予防や治療を行う「歯科医師」についての意識と実態を聞いてみた。 

 

●Q5／「歯科医師」に対するイメージとして当てはまるものはどれですか？ 

 歯科医師は「信頼できる」（33.5％）、「優しい」（29.7％）、「親しみやすい」（26.5％） などプラスイメージが多い                          

まず、「歯科医師」に対するイメージを聞いたところ、最も多かったのは「信頼できる」で 33.5％。次いで「優しい」

（29.7％）、「親しみやすい」（26.5％）となっていて、良いイメージが先行する結果となった[図 5]。ただし、「親しみにくい」

（24.1％）、「怖い」（20.0％）も２割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Q6／あなたが思う「理想の歯科医師」とはどのような人ですか？ 

 「丁寧」で「痛くない」治療をする歯科医師が理想                                   

「理想の歯科医師とは、どのような人ですか？」と、現実ではなく理想を聞いたところ、最も多かった回答は「丁寧」で

77.9％。次いで「信頼できる」（76.3％）、「優しい」（60.1％）、「痛くない」（49.0％）などがあげられている［図6］。 

現実の歯科医師のイメージに多くあげられていたもの（「信頼できる」、「優しい」）以外の「丁寧」、「痛くない」を理想とす

るあたりに、患者が歯科医師に望んでいることが現れているようだ。 

 

 

 

[図5] 
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[図6] 

「歯科医師」という 

仕事・職業に 

対するイメージ 

（複数回答） 
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3. オーラルケアを含む歯科医療に関する意識 
 

最近、口の健康が全身の健康と密接に関係していることが明らかになってきたことから、口内を清潔に保ってむし歯、

歯周病を予防する「オーラルケア」（口腔の管理）の重要性が増してきた。「オーラルケア」についての意識と実態を聞い

てみた。 

 

●Q7／自分の歯で食事を行うことが、「健康寿命」においてどの程度重要だと思いますか？ 

 ほとんど（95.7％）の人が、歳をとっても自分の歯で食べることの重要性を認識                                   

 「歯が多く残っている高齢者は、

歯がほとんどない人に比べて医

療費がかからず、寿命が長い」と

いうデータがある。そこで「歯の

本数をできるだけ多く保ち、自分

の歯で食事を行うことが、生きて

いく上での『健康寿命』において

どの程度重要だと思いますか？」

と聞いたところ、「とても重要と感

じる」が 55.2％、「重要と感じる」

が40.5％であり、合わせると95.7％とほとんどの人が重要と感じていた［図7］。先進国の中でも生涯寿命と健康寿命のギャ

ップ（要介護、寝たきりなどの期間）が大きいとされる日本では、健康寿命を生涯寿命に近づけるためにも、歯科医療の重要

性について正しく認識することが必要だといえる。 

 性別で見ると、「とても重要と感じる」と答えた女性（62.6％）は男性（47.8％）を大きく上回っている。これは女性が日頃

から家族の健康を意識していたり、介護に取り組んでいたりすることで健康についての情報に関心が高いことをうかがわ

せる。 

 

 

●Q8／訪問（在宅往診）歯科診療を利用したことがありますか？ 

 訪問（在宅往診）歯科診療の利用経験あり（家族を含む）が 1.8％とごくわずか  

 超高齢社会における在宅オーラルケアの必要性への認知がうすいと判明  

 「訪問（在宅往診）歯科診療を利用したことがありますか？」と聞いたところ、「利用したことがある（家族含む）」人は 1.8％と

ごくわずかである。一方、訪問歯科診療という言葉を「聞いたことがある」という人は 37.9％で、約４割の人が認知している。

しかし、「分からない」という非認知者が 6 割（60.3％）を占める［図 8］。 

 近年、厚生労働省や日本歯科医師会では、訪問（在宅往診）歯科診療の重要性について広報を強化したことから、年々利

用者が増加しているが、調査結果にみるかぎり、高齢者への在宅オーラルケアによる誤嚥性肺炎予防等の必要性認知につ

いていまだ不十分であること

が判明した。 

 性別で見た場合、「聞いたこ

とがある」で 10％女性が上ま

わり、「分からない」で 10.6％

男性が上まわっているのは、

在宅介護における女性の役

割の大きさと関心の高さを示

しているといえる。 

[図7] 自分の歯で食事を行うことが、「健康寿命」においてどの程度重要だと思うか 
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[図8] 訪問（在宅往診）歯科診療の利用経験 
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●Q9／『口の健康』が全身の健康に及ぼす影響と具体的な病気との関連とは？ 

 8 割の人が“口の健康が全身の健康に影響する”と考えているが、 

具体的な知識をもっている人は半数に満たない  

 口の健康は、糖尿病、肺炎、心筋梗塞、低体重児の出産など、さまざまな疾病等と関連があり、全身の健康と密接な関係が

ある。したがって、歯科診療による全身病の予防・改善は、増え続ける国民総医療費の抑制につながると考えられている。 

 そこで「『口腔の健康』はあなたの健康にどの程度影響を及ぼすと思いますか？」と聞くと、「非常に影響がある」（28.8％）、「まあ影

響がある」（48.6％）を合わせて8割近く（77.4％）の人が“影響がある”という認識をもっていた［図9-1］。 

 なお、「非常に影響がある」と考える理由としては「口の中が汚れていると感じる時は体調も崩しやすい」といった実体験に

基づくものや、「テレビで見たので」というメディアの影響によるものも見受けられた。 

 一方で「あまり影響がない」と答えた人は「歯について知識がない」や「関係ないと思うから」といった知識不足による理由が

多く見られた。 

 次に口の健康が全身の健康に影響を及ぼすことについての具体的な知識の有無を調べるために、「口腔の病気が要因

となる病気」について聞いたところ、50.3％と半数以上の人が「分からない」と答えた［図 9-2］。“全身の健康にとってオー

ラルケアは重要である”という漠然とした知識をもってはいるが、歯科診療によってどのような全身の疾患を予防・改善

できるのかということにまでは理解が及んでいない状況を示している。 

 具体的な疾病については、「糖尿病」は 29.6％、「心臓病」は 24.1％、「肺炎」は 18.5％、「関節炎」（顎関節症など）は

12.4％、「皮膚炎」（口内の金属製の歯科修復物による金属アレルギーなど）は 10.2％の人が「口腔の病気が要因となる」と認

識していた。 

 

 

 
[図9－１]  
「口腔の健康」は全身の健康にどの程度影響を及ぼすと思うか 
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[図9－２] 「口腔の病気」が要因となり得ると思う病気（複数回答） 

糖
尿
病

心
臓
病

肺
炎

関
節
炎

皮
膚
炎

そ
の
他

分
か
ら
な
い

29.6

24.1

18.5

12.4
10.2

3.9

50.3

0

10

20

30

40

50

60 <N=1000>

（％）

 7

●Q10／歯科医療についての知識（正しいものに○、正しくないと思われるものに×で回答） 

 まだまだ歯科医療に関する正しい情報が伝わっていない現状が明らかに                                   

 歯科医療に関する知識を聞いたところ、正答率が最も高かったのは「40 歳以上の成人の 8 割は、歯周病である（正解＝

○）」で60.0％、以下、「口臭は歯科医院では治せない（正解＝×）」（50.7％）、「日本には、『無歯科医地区』と呼ばれる歯科

医師が不足している地域がある（正解＝○）」（49.3％）、「『スポーツ歯科』という新しい歯科の分野がある（正解＝○）」

（46.7％）などとなっている［図10］。 

 一方、「歯科学生の就職率は 100％である（正解＝○）」（11.7％）、「歯科医学教育の始めは国立大学である（正解＝×）」

（25.1％）、「口腔がんの発生は舌に多い（正解＝○）」（31.3％）などが比較的正答率が低く、これらの情報はあまり国民に伝

わっていないということが分かった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★国民の「口の健康」に対する意識は高まっており、「歯科診療」「歯科医師」に対するイメージ・意識も徐々に

変化しつつあるようだ。口の健康を保つことは全身の健康にも影響を及ぼし、健康長寿や医療費抑制にもつ

ながるので、これからはもっと「歯科診療」、「歯科医師」と上手に付き合っていく必要があるだろう。 

 

 

 

■本件リリースに関するお問い合せや取材、資料ご希望の方は下記までご連絡下さい■ 

【リリース内容に関するお問い合せ先】株式会社電通パブリックリレーションズ 東京都中央区銀座2-16-7 
担当：眞砂（まさご）／高橋（たかはし）  TEL：03‐5565‐2752 /FAX：03‐3546‐2017   
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[図10] 歯科医療に関する項目の正答率 
 

１）日本には、『無歯科医地区』と呼ばれる歯科医師が不足して 

  いる地域がある （正解＝○） 

３）ゴム質のマウスガード・マウスピース・スプリント等により 

  スポーツ選手の歯・アゴ・口のまわりのけが、脳しんとう等を 

  防止するだけでなく、運動力をUP させる「スポーツ歯科」と 

  いう新しい歯科の分野がある（正解＝○） 

 

２）40 歳以上の成人の8 割は、歯周病である （正解＝○） 

４） 歯科学生の就職率は 100％である （正解＝○） 

 

５） 歯科医学教育の始めは国立大学である （正解＝×） 

 

６） 口臭は歯科医院では治せない （正解＝×） 

 

７） 口腔がんの発生は舌に多い （正解＝○） 

 

正解 不正解 わからない 
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別記13  

 1

 はじめに 
 

 歯科医師養成の現場から、 

 変ぼう著しい歯科界の“いま”をお伝えします 
 

 歯科の世界が近年大きく様変わりしてきました。しかし、その実情は、歯科界側からの情報発信不足

もあって、国民の方にはほとんど伝わっていません。そこで、まずマスコミ・オピニオンリーダーの皆

様に歯科医学教育において取り組んでいる、歯科の本当の姿を知っていただくため、歯科医師像と歯科

医療の現状を中心として、最新の情報を掲載すべく本冊子を制作いたしました。 
 

 歯科医師は、食べる、話す、息をするといった極めて大切な機能をもつ口腔の健康を支えることで、

国民の QOL 向上に重要な役割を果たしてきました。年をとっても自分の歯で噛んで食事ができるという

ことは、人生の大きな喜びです。また、口腔の機能が健康な人は、活動的な生活を送り、医療費も少な

く、元気で長生きといったデータがあります。 

 歯科医師は国民医療費の低減にも貢献しているのです。 
 

 近年、歯科の疾病構造が変化し、主要なテーマが「むし歯の治療」から「歯周病の予防」へとシフト

してきました。さらに、むし歯と歯周病以外の分野でも歯科医師が活躍しなければならないフィールド

が大きく拡がってきています。 

 最近の研究で歯周病と全身疾患（心疾患、糖尿病、肺炎など）との関連が明らかになり、口腔の健康

が全身の健康と深く関わっているということが分かってきたため、歯科医師の果たすべき役割が改めて

見直されています。また、超高齢社会の到来によって口腔ケア等の高齢者歯科医療の重要性が叫ばれて

います。さらに、国民のQOL向上に対するニーズの変化、高度化に伴い、予防歯科やインプラント治療、

再生歯科、口腔がん治療、歯科麻酔等への期待が高まっています。 
 

 こうした歯科を取り巻く環境の変化に伴い、歯科医師に求められる役割も、かつてのような“むし歯を治す

歯医者さん”から“歯科医療によって人々の健康で快適な生活を守る医療人”へと大きく変わってきました。 

 このような“むし歯を治す歯医者さん”に対する需要が減少していく一方、今後一層増加する“歯科医療

によって人々の健康で快適な生活を守る医療人”という、新たな役割を担って国民の期待に対応していく重

要性を考えた場合、将来的には歯科医師不足に陥っている可能性もあります。 
 

 日本私立歯科大学協会は、昭和51年に社団法人として設立しました。歯科界に対する時代の要請に応

えられる有用な歯科医師を養成していくため、全国17校の私立歯科大学・歯学部が全て集まり様々な活

動を展開しています。また、加盟各校では、私立ならではの自主性と自由さを生かしてそれぞれに特色

を発揮しながら歯科医学教育を推進しています。 

 日本の歯科医学教育は、明治以来、私立学校から始まったもので、現在も歯科医師の約 75％が私立大

学の出身者であるなど、加盟校は歯科界に大きな役割を果たしてきましたが、本協会ではこのような経

緯を踏まえながら、今後とも歯科医学教育、研究および歯科医療について積極的に情報提供を行う所存

です。 

 マスコミ・オピニオンリーダーの皆様におかれましては、変貌著しい歯科界の現状にご理解を賜ると

ともに、国民の健康増進に大きく貢献する歯科医療の動向にぜひともご注目いただき、本協会並びに加

盟校に対します一層のご指導、ご支援をお願い申し上げます。 
 

   2010 年9月 

 

社団法人 日本私立歯科大学協会  
  

会  長    中 原  泉  

1

■名称 ～歯科医学・歯科医療から国民生活を考える～

第1回歯科プレスセミナー

超高齢社会における歯科医師の役割とは

歯周病と全身の健康との関係性について

■主催 社団法人 日本私立歯科大学協会

■開催日 2010年10月1日（金）

■開催時間 受付：13：00～ セミナー：13：30～

■会場 コンファレンススクエア エムプラス 1階「サクセス」

■来場メディア 50名程度

中央紙・通信社（医療・生活系）、歯科業界紙、健康誌、

医学ジャーナリストおよび会員大学エリアをカバーするブロック紙・地方紙など

■出演者： 東京歯科大学 副学長 解剖学講座 井出 吉信教授 （日本歯科医学会副会長）

日本大学歯学部 歯周病学講座 伊藤 公一教授 （日本歯周病学会理事長）

社団法人 日本私立歯科大学協会 中原泉会長

社団法人 日本私立歯科大学協会 金子 譲副会長

【司会】社団法人日本私立歯科大学協会 安井利一副会長・専務理事

開催概要

1

- 1 -

（電通ＰＲ）
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3

進行表

内容

■メディア受付～客席誘導

■司会挨拶

■代表挨拶、
協会及び歯科教育全般について紹介

TIME LAP TITLE 登壇者

13：00 ‘30 受付

13：30 ‘03 開会 安井 利一副会長・専務理事

13：33 ‘07 主催者挨拶① 中原泉会長

13：40 ‘07 主催者挨拶② 金子 譲副会長 ■臨床および研究を中心に紹介

13：47 ‘20 協会概要紹介 安井 利一副会長・専務理事
■協会の課題意識・活動指針・内容、

歯科大の歴史など（会員大学紹介を含む）

■講師ご講演
（超高齢社会における歯科医師の役割とは）

14：07 ‘35 講演①

東京歯科大学 副学長
解剖学講座
井出 吉信教授

（日本歯科医学会副会長）

14：42 ‘35 講演②

日本大学歯学部
歯周病学講座
伊藤 公一教授

（日本歯周病学会理事長）

■講師ご講演
（歯周病と全身の健康との関係性について）

15：27 ‘03 閉会挨拶 安井 利一副会長・専務理事 ■15：30終了

15：17 ‘10 質疑応答

進行：
安井 利一副会長・専務理事

回答：
東京歯科大学 井出教授
日本大学歯学部 伊藤教授

■質疑応答

- 2 -

（電通ＰＲ）
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（６）私立歯科大学（学部）の財政等の現状について（平成 21 年版） 

   

  平成 21 年度第 1 回経営部会（H21.6.29）において協議し合意された項目に

より、加盟大学から資料の提供を受け、平成 21 年版を作成し、平成 22 年度

第 1 回経営部会（H22.6.30）の審議を経て、加盟大学へ一部づつ送付した。 

    

 

（７）広報の発行(第６０号・第６１号) 

   

  協会の広報は、年 2 回発行（9 月と 3 月の予定）し、記事の内容は、可及

的に簡略化し、頁数の縮減に努める。 

  記載事項は、 

① 巻頭言 

② 時事問題等についての座談会記事 

③ 「加盟大学のニュース」として、加盟大学発行の広報誌から、行事、

歯学部長・病院長以上の異動・叙勲・訃報、特色ある施設等の紹介 

④ 「新聞記事の要点」（「教育関係」及び「歯科関係」記事のうち重要

なもの）として、記事の見出し・年月日・掲載紙名の一覧 

⑤ 協会主催会議・事業の概要 

⑥ 協会作成資料 

⑦ 人事異動消息 

⑧ その他協会広報にふさわしいもの 

とし、内容の充実に努める。 

以上の編集方針について、広報委員会（H22.7.26 および H23.1.24 開催）で

審議・了承され、第 60 号は平成 22 年 9 月 30 日に、第 61 号は平成 23 年 3 月

31 日に発行した。(別記 15) 
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（８）受験生確保対策事業について 

平成22年度第1回受験生確保対策委員会（H22.7.13）において、協議の結果、

平成22年度受験生確保対策事業においては、既存事業の見直しも図りつつ、受

験生に直接働きかける新規事業を実施した。 
平成22年度に実施した事業の概要は、下記のとおり。（新規事業は６のとお

り） 
１．『私立大学17歯学部平成23年度入試のお知らせ』および『私立大学17歯学

部問い合わせ先＆アクセス一覧』（次項参照）を主要な全国の高等学校（校

長及び進路指導部主事宛）に送付した。（平成22年10月）。 

２． 「医歯薬進学4月号（平成23年3月）｣に、『私立大学17歯学部問い合わせ

先＆アクセス一覧』を掲載するとともに、『新しい歯科医師の時代がやって

くる！―これから歯科医師をめざすみなさんへ―』を掲載した。（２頁から

３頁に増頁） 

３．インターネット・ホームページによるＰＲ 

（１）ホームページ掲出内容 

① 全入試日程（加盟大学17歯学部の平成23年度入試日程一覧） 

② 加盟大学入試要項（加盟大学17歯学部の平成23年度入試要項） 

③ 入試結果報告（加盟大学17歯学部の平成22年度入試結果） 

④ 歯学部を目指す皆さんに(Q&A)(私立歯科大学の特長等についての一問

一答) 

⑤ 協会の概要 

（２）ホームページアドレス（ＵＲＬ） 

http://www.shikadaikyo.or.jp/  

http://www.shikadaigakujukenjouhou.jp/ 

４．「全国医歯薬科大学受験相談会」の後援を行った。 

５． 新規事業として、受験関係に実績がある｢株式会社 進研アド｣と協働して 
歯科医学、歯科医療の役割・重要性や歯科界の未来が明るいこと等々を盛り

込んだ小冊子『新しい歯科医師の時代がやってくる！』を、加盟大学からの

協力を得て作成し受験生に直接送付した。合わせて、小冊子の内容を加盟大

学のホームページにバナ－を設けるとともに協会のホームページに特設し、

受験生等が直接閲覧できるようにした。(平成22年10月）（別記16） 

  また、ポスター『新しい歯科医師の時代がやってくる！』を作成し、加盟

大学へ電子データとして提供した。(別記17) 

６．受験生確保対策事業費について 

（１）調査研究事業積立資産： 9,779,501 円（平成22年3月31日現在） 

（２）平 成 22年 度 予 算 額： 4,000,000 円 

（３）平 成 22年 度 決 算 額： 7,201,741 円 
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（９）院内感染対策について 

１． 平成 22 年度第 4 回理事会（H22.12.15）において、安井専務理事から、

文部科学省医学教育課から院内感染対策について日本私立歯科大学協

会としても取り組まれたいとの要請があったので、協会の病院部会の

下に、「院内感染対策委員会(仮称)」というような組織を作り、国立

大学の協議会に、この委員会委員がオブザーバーとしての参加をする

などについて、川添病院部会長と相談しながら進めたいとの提案があ

り、了承した。 

２． 平成 23 年 1 月に、加盟大学から委員の推薦があり、3 月 29 日に

文部科学省担当官が出席しての初会合を予定していたが、東日本大震

災の発生により延期することとなった。 

 

（10）日本歯科医師会との意見交換等について    

○ 日本私立歯科大学協会と日本歯科医師会の間において、双方で様々な歯

科界をめぐる課題について前向きに意見交換していく場として、平成 22

年 2 月 17 日に新たに発足した「連絡協議会」は、平成 22 年 6 月 29 日に本

協会の多数の理事の出席のもと第２回目が開催された。 

この連絡協議会では、特に、加盟大学の志願者・入学者の減少状況下に

鑑みた自由討議が行われた。 

 

 

（11）東日本大震災について 

○ 平成 22 年度第 6 回理事会（H23.3.29）において、安井専務理事から、東

日本大震災に関して、 

・ 加盟大学の被害状況および加盟大学の先生が多数被災地へ応援に

出かけられていること 

・ 厚生労働省から日本歯科医師会を通じ日本私立歯科大学協会に対

して、被災地への歯科医師等の歯科医療従事者の派遣を依頼されて

いること(別記 18) 

・ 日本歯科医師会から今後における物資の送付や歯科医師の派遣に

ついては同会を通してほしいとの要請があった 

との報告があった。 
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